
オープンハウス2020

はじめに

9月1日現在，交流の家がある御殿場市では，
市が主催する不特定多数を集客するイベント
等については，9月30日(水)まで，中止又は
延期となっています。オープンハウスが予定
されている10月25日には，こうした市の対応
が解除または緩和され，この地域の皆さまに，
少しでも安心して参加いただける状況になっ
ていることを想定して準備いたします。

なお，今後の感染拡大の状況によっては，
中止または延期になる可能性があることをご
承知おきください。

企画および新型コロナウイルス感染症対策



企画
（趣旨・期日・SDGs啓発について）



当交流の家の活動プログラムをはじめとした様々な
体験活動を通して，体験活動の楽しさを体感し，体験
活動の重要性の普及と当交流の家の周知を図る。

また，「ＳＤＧｓ」をキーワードに据え，ＳＤＧｓ
に取り組む団体の取組情報の発信と交流の機会とする
ことにより，ＳＤＧｓの啓発に寄与するとともに，関
係団体とのパートナーシップを一層推進し，地域から
広く必要とされる施設づくりの一環とする。

10月25日（日） 10:00～15:00

１ 趣旨

２ 期日



・体験活動を提供する団体の活動と，ＳＤＧｓとの

繋がりがわかるような表示を行う。

３ ＳＤＧｓの啓発について

参考イメージ
（2020年1月
に静岡市で行わ
れたSDGsイベ
ントのもの）

『ふじのさと
パートナー
シップ』に賛
同いただいて
いる団体の団
体紹介



・ＳＤＧｓコーナーの充実

３ ＳＤＧｓの啓発について
9月1日現在、30
を超える団体の取
組紹介を掲示



・スタンプラリーの企画

・ＳＤＧｓオリエンテーリングなどの体験会

・衣料品回収ＢＯＸの設置

・ＳＤＧｓマルシェの開催

３ ＳＤＧｓの啓発について



新型コロナウイルス感染症対策



体験活動提供者・来場者ともに，当日までの14日間の間に，
新型コロナウイルス感染症の諸症状が出ていないことを確認する。

※確認は，名簿を提出する際に行う。

※来場者については，受付時に検温を実施する。

可能な限り，屋外での活動を検討する。

来場者数を2000人までとし，接触者数を制限する。
※来場者数の管理は，別スライド参照

※2000人の根拠 ⇒ 昨年度の来場者数3800人の半数程度

駐車場の駐車制限を設け、交流の家の敷地内に一斉に入って
いる人数は，最大で1000人程度にする

４ 新型コロナウイルス感染症対策（三密対策など）



【屋外・屋内 共通】
・参加団体にはフェイスシールドおよびゴム手袋を

提供し，来場者にはマスク着用を義務付ける。
（屋外で，社会的距離を確保できる時を除く。）

・休憩時間をブースごと適宜設定し，会場の換気，
うがいや手指消毒等を行う時間を設ける。

・手指消毒ジェルを多くの場所に配置する。

・注意を促す掲示物の掲示と，
定期的なアナウンスを行う。

【屋外】
・体験ブース間の距離を広めにとる。

※別スライド参照

【屋内】
・広い部屋の配室を行う。

・活動場所への入場者数の制限を行う。

４ 新型コロナウイルス感染症対策（三密対策など）



2019年の会場図

昨年は，「研修館＆ピロ
ティ」「つどいの広場」
「かたらいの広場」にブー
スを集中させていた。

今年は，「イチョウ通り」
「つつじ通り」「体育館」
「軽スポーツ場」などの活用
も考える。

軽スポー
ツ場

つつじ通り

受
付

体育館

イチョウ通り

４ 新型コロナウイルス感染症対策（三密対策など）



受付①【ユース館入口】にて検温の実施
（37.5℃以上の方には，オープンハウスへの参
加をお控えいただく。）

受付②【ユースホール】にて名簿の記入（代
表者氏名・住所・電話連絡先・同行者氏名）
をしてもらい，提出されたら来場時間を記入
し，さらに「発行番号」欄に通し番号を記入
し，パスポートシールを人数分渡す。

来場者は，衣服の上からシールを見やすい場
所に貼り，軽スポーツ場方面出口より出て，
オープンハウスに参加する。

来場者は2000人まで
（1800人を超えたら本部へ連絡する。）

４ 新型コロナウイルス感染症対策（来場者の把握・来場者の管理）



体験ブースでは，【来場者記録表】を用い
て，来場者（発行番号）と，来場時間を記
録する。

パスポートシールを貼っていない来場者に
は，受付での手続きを促す。

パスポートシールを紛失した場合は，受付
にて再発行する。

４ 新型コロナウイルス感染症対策（来場者の行動記録の管理）



スマートフォンを利用されている方には，
【接触確認アプリ】の利用を依頼する。

４ 新型コロナウイルス感染症対策
（来場者の把握・来場者の行動記録の管理）



当たり前と思っていたふだんの暮らしを揺さぶっているCOVID-19
たとえウイルスに感染しても、だれもが地域で笑顔の暮らしを取り戻せる社会に。

そんな願いから、「シトラスリボンプロジェクト」は生まれました。
「ただいま」「おかえり」。そう心から言いあえる空気を、つくりませんか？

感染が確認された方々、私たちの暮らしを守り、支えてくれる方々（医療従事者・「エッセン
シャルワーカー」の皆さまなど）が、 それぞれの暮らしの場で「ただいま」「おかえり」と言
いあえるまちでありますように。

シトラスリボンプロジェクトＨＰより引用

４ 新型コロナウイルス感染症対策
（誰もが暮らしやすい社会づくりの呼びかけ）

新型コロナウイルスによる差
別や偏見を解消し、思いやり
の心の輪を広げるために、シ
トラスリボンプロジェクトの
チラシを掲示する。



まとめ
（参加団体の皆さまにお願いしたいこと）

〇団体の活動とＳＤＧｓとの繋がりを申告する
（事務局へ提出する書類に記載）

〔ふじのさとパートナーシップにご協力いた
だける場合は，団体紹介の書類を１部作成〕

〇14日前からの体調管理

事前



まとめ
（参加団体の皆さまにお願いしたいこと）

〇フェイスシールドや，必要に応じてゴム手袋を
着用する（物品は事務局で用意）

〇団体ごと，休憩時間や体験可能人数を設定し，
それを案内シート（事務局作成）に明記する

〇来場者記録表（事務局作成）に，来場者の記録
をする

〇密をできるだけ回避した会場設定

〇こまめな換気や消毒作業

当日

（特に）新型コロナウ
イルス対策などについ
て，ご要望があったら
お申し出ください。


